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事業計画趣旨（内容）

◆組織力と結束力の向上
　　青年会議所が地域に必要とされる団体であり続けるために、様々な
事業に果敢に挑戦しメンバー全員が同じ方向性を持ち結束を図れる

組織づくりを目指します。

◆積極的な行動
　○例会や各種大会等への参加を促進し、青年らしく仲間と共に果敢に挑戦して

いく、行動力を持った人材の育成を目指します。

令和６年１月２３日（火）

年 間 事 業 計 画 並 び に 予 算 額

事 業 名 新 春 祝 賀 会

予 算 額 １００，０００円

事 務 局 基 本 資 料

事 務 局 長 清 野 太 基

委員会集合写真
（なるべく全員で！服装・場所は自

由）

事 務 局 次 長 神 保 光 一

会務セクレタリー

事 務 局 次 長 曳 地 彩 華

実施予定日

　今まで上山青年会議所は諸先輩方や関係諸団体の皆様から支えられて運動を展
開して参りました。昨今の様々な課題や問題をより良くしていくには更なる理解と協力
が必要です。
　まずは、諸先輩方や関係諸団体に対し上山青年会議所２０２４年度の方向性を発
信するために、新春祝賀会を執り行い、親睦を深めるとともに更なる協力と理解を得
ます。そして、運動方針や事業内容にご理解をいただくために、それぞれの事業の紹
介を行い、諸先輩方や関係諸団体の皆様からより多くの共感を得ます。
　諸先輩方や関係諸団体との結束力からなる共感と信頼で築き上げられた協力体制
は、より効果的な運動となって地域に大きく広がり、明るい未来へ希望を抱けるかみ
のやまを実現します。



０円
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事 業 名 卒 業 式

事業計画趣旨（内容）

　上山青年会議所は創立４８年を迎え、伝統と歴史を積み重ねてきました。その歴史
の中で長きに渡りご活躍いただいた卒業生に対して、感謝の気持ちを伝えるととも
に、青年会議所への想いを受け継ぐ場が必要です。
　まずは、これまでご尽力いただき様々な事業を通して私達を先導していただいた卒
業生に感謝の気持ちと功績を讃えるために、メンバーが想いを込めた卒業式を執り
行い、卒業生と親交を深めます。そして、卒業式において卒業生の想いを受け継ぐた
めに、過去の活動を振り返りつつその想いを現役メンバーに伝えていただくことで歴
史と伝統を継承し、卒業生と現役メンバーが互いに想いをつなげます。
　メンバーが一丸となって卒業生を祝福し、現役メンバーと卒業生が交流する最後の
場を作ることで歴史と伝統を今後も紡ぎ続け、明るい未来へ希望を抱けるかみのや
まを実現します。

実施予定日 令和６年１２月７日（土） 予 算 額 ５０，０００円
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事 業 名 広 域 ま ち づ く り 協 議 会 ４ LOM 合 同 例 会

事業計画趣旨（内容）

　我々青年会議所は、「明るい豊かな社会の実現」を目標に掲げて、地域に必要とさ
れる運動を日々展開してきました。我々は新たな可能性を見い出すまちづくりを実践
する団体として現在抱える問題と向き合い、れぞれの地域のために同じ志を持つもの
同士でより関係性を強固にしていく必要があります。
　まずは、近隣LOMと共通の問題や課題と向き合うために、４LOM合同例会を行い、
多角的な視点から新たな気づきや学びを得ます。そして、同じ志を持ち共に運動を
行っている近隣LOMとのより良い関係性を築くために、LOM間の垣根を越えて様々な
問題について情報の交換を行い、各地域の更なる発展へとつなげます。さらに、互い
に刺激しながら各LOMの運動や活動で得られる情報を共有するために、親睦を深め
る機会を提供し、各LOMメンバーのまちづくりへの意識向上を図ります。
　近隣LOMと協力し互いに刺激し合いながら関係性を強め、情報を共有し親睦を深
め明るい未来へ希望を抱けるかみのやまを実現します。

実施予定日 令和６年３月９日（土） 予 算 額

０円
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事 業 名 会 員 拡 大

事業計画趣旨（内容）
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事 業 名 総 会

事業計画趣旨（内容）

　上山青年会議所は創立から秩序ある行動と一貫した規則のもとに地域の発展に寄
与するという目標に向かって活動と運動を展開してきました。今後も運動を展開して
いくにあたりメンバーの結束を高める事が大切であり、メンバーとしての自覚を持ち一
つになって地域の課題解決に向けて前進していく必要があります。
　まずは、２０２４年度の上山青年会議所の方向性を共有するために、通常総会を開
催し、２０２４年度体制の始動につなげます。そして、２０２５年度の理事長候補者、理
事が２０２５年度体制の準備に入るために、新体制を承認いただく臨時総会を厳粛に
執り行い、全メンバーにより２０２５年度理事長候補者、理事・監事選任に対する厳正
な審議をいただきます。
　一年間の運動の展開の土台として理事長の掲げる理念を共有しメンバーが方向性
を認識した先に、当事者意識を持って青年会議所運動を広く展開する組織となり、明
るい未来へ希望を抱けるかみのやまを実現します。

実施予定日

０円

臨　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　　　　会

令和６年８月２２日（木） 予 算 額

実施予定日

通　　　　　　　　　　　常　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　　　　会

令和６年１月２３日（火） 予 算 額

通年 予 算 額

　近年、我々青年会議所は会員歴の長いメンバーの卒業を控え、会員数の減少は深
刻な課題となっております。４０歳で卒業という制限のもとで運動しているからこそ常
にその時代を担う青年による青年会議所運動が可能となるので、率先してまちづくり
を行うための会員拡大の取り組みが必要です。
　　まずは、年間を通して会員拡大を行っていくために、ロードマップを作成し、会員拡
大の方向性を示します。そして、多くの入会につなげるために、会員拡大の進捗状況
の発信を行い、相互連携を図りつつ行動意欲を高めます。さらに、入会候補者への
情報提供のために、パンフレットなどを有効活用し、候補者に青年会議所の存在意義
を認識してもらいます。
　一人でも多くの仲間を募り同じ志を持った地域のリーダーが増え、地域社会に対し
てより影響力を持てる団体へと成長を続け、明るい未来へ希望を抱けるかみのやま
を実現します。

０円


